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支部化・代議員制検討委員会委員（理事） 猿渡真吾 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．パブリックコメントを募集します（ 第４回受付 ） （事務局 辻） 

前月(11 月)号では、同封した冊子で定款改正案と２規則の制定案をご覧いただきました。今回は、

次の４規程の制定案をご覧いただきたく、同封の冊子をご用意しました。それぞれより具体的な細目
事項を定めていく段階になりましたのでご確認ください。 

① 役員選出規程（制定案） 
② 代議員選出規程（制定案） 
③ 選挙管理委員会規程（制定案） 
④ 支部の組織及び運営に関する規程（制定案） 

支部化に向けた検討も進み、いよいよ本会が従前のブロック組織から一枚脱皮を遂げ、「支部」に昇
格することで、より身近な地域で本会の使命と役割を有機的に分担し会全体がさ
らに成長していく体制が整うことになります。このことは、近い将来代議員制度
ともシンクロさせていくことも課題として視野に入ってきています。 
つきましては、上記４規程制定案に関するパブリックコメントを募集します

ので、右記ＱＲコードからぜひご意見をお寄せください。 

【第４回パブコメ期限】12月 14日（日）まで 
  

支部化・代議員制度導入にむけて 検討内容経過報告 No.5 
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支部化・代議員制度に関するご意見ありがとうございます。「これから、どう変わっていく

の？」「（取り組みが）拙速ではないか」「（支部になる）イメージが湧きにくい」など、様々

なお声を頂戴しています。 

今回は“そもそも、何故「支部化・代議員制度」を考えるようになったのか”についてご説

明します。大きく以下の３つがあります。 

１．会員数増加と、組織の多様化 

２．地域における拠点化 

３．将来を見据えた取り組み 

 会員数は 10月に 2,000人を突破しました。福岡・北九州に会員の多くは集中しています。 

ご承知のように総会の成立をも危ぶまれる状況が続いています。委員会も増え、県内各分野

における委員派遣や講師依頼などは増えています。研修は福岡市内、春日市開催が多く「参加

しづらい」との声も根強くありました。オンライン化が一定程度進んだものの「地域開催」と

すれば、より多くの参加が得られたであろうと思われたものもあります。 

基礎研修Ⅰを例にしても、例年 100名を超える方が受講され、会場規模の課題もあります。 

現在本会にて策定中の中期計画においても、会員数は今後一定程度の増加を見込んでいます。 

支部組織化しても会としての意思決定が円滑に行えるような体制整備の一環として、神奈川

県や埼玉県が先駆的に実施している「代議員制」を支部化と同時に採用することとしています。 

 今後も、会のＨＰや会報誌等を通して広く積極的に情報を発信してまいりますので、皆様の

ご理解とご協力をお願い致します。 
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【ご報告】お寄せいただいたパブリックコメント（～10月 15日締切／第２回受付分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【注】ホームページでもご覧いただけます。 

  

 


